
 
１．医療職場の慢性的な人材不足と人材流出を防止する制度改正とすること。 
 

２．医療職場の人材不足解消に向けて、満 60歳以上の組合員の勤務箇所は、原則 60歳出向

とすることなく、ＪＲ本体での勤務についても可能とすること。 
 

３．労働時間の短縮に伴う作業ダイヤなどを明確にすること。 
 

４．医療職場における業務の特殊性を鑑み、能力昇給による格差をなくし、同一職制におい

て同一昇給額を基本とすること。 
 

５．病院内の総務系社員の業務手当（基本）については、医療社員ではなく、一般社員とし

て支給すること。また、医療基礎に該当する社員の基準を明確にすること。 
 

６．業務手当（基本）の勤務の特性について、深夜帯に４回を超えて勤務した場合は、１勤

務毎に増額すること。 
 

７．業務手当（指定）について、都県に届出を出す資格を有する全社員を支給対象とするこ

と。 
 

８．医療職場社員に対する説明会を改めて実施すること。 

 
１．安全第一の企業文化と組合員の安全意識・モチベーションの向上のために、運転無事故

表彰制度を継続すること。 
 

２．セカンドキャリアスタッフ制度について、高年齢者雇用安定法により、使用者は労働者

が 70 歳まで就労機会を確保できるように努める義務を負っているため、希望する組合員

全員の雇用を確保すること。 
 

３．セカンドキャリアスタッフ制度を希望する組合員の勤務先は、これまで培ってきた技

術・技能を考慮するとともに、生活環境や家庭状況、通勤距離等を考慮し、組合員本人の

希望を尊重すること。 
 

４．セカンドキャリアスタッフ制度については、対象となる組合員への丁寧な説明を実施す

ること。 
 

５．セカンドキャリアスタッフ制度により、新たな勤務先となる場合については、必要な教

育・訓練等を実施し、組合員本人の不安を解消すること。 
 

６．「新たなジョブローテーション」については、「同一担務の従事期間が最長でも概ね 10

年を超えないように異動又は担務変更することとする」という考え方については発展的解

消とすることになるが、それ以外の内容については、『「新たなジョブローテーションの実

施」に関する議事録確認』（2019年８月 30日締結）および、「本人の納得感が施策のポイ

ント」などの労使の議論経過と確認事項を遵守すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｎｏ． ４８ 

 
発行 ２５．９．２４ 

 
      ＪＲ東労組 業務部 

 


